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人　口
男
女
世帯数

わたしたちの町わたしたちの町
13,312人
6,366人
6,946人

 4,833世帯
12月1日現在（外国人含む）
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　学校・家庭・地域が一体と
なった各種活動やＰＴＡ総会
などの諸会合への会員参加率
の高さなどが認められ、馬木
小学校ＰＴＡが平成28年度優
良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を
受賞されました。
　昨年に続く２年連続の全国
表彰となり、継続した取組が
高く評価された結果となりま
した。

　仁多郡駅伝競走大会が11月20日に開催され、
第１部（支部対抗）に８チーム、第２部（一般参
加）に６チームが参加しました。
　今年は、馬木コミュニティセンターからスター
トし、八川、横田、鳥上を駆け抜け、ゴールの役
場横田庁舎を目指す６区間23.9ｋｍのコースで健
脚を競いました。
　選手たちは、沿道
からの声援を受けな
がら懸命に走り、３
つの区間新記録が生
れるレースとなりま
した。

　雲州算盤産業再生プロジェクトを推進するため、
島根リハビリテーション学院と島根大学がOkui-
zumo Soroban Projectを立ち上げ、雲州そろ
ばんを活用した作品を制作しました。
　10月26日から11月６日に開催された国内最大
級のデザインの祭典“東京デザインウィーク
2016学校作品展”に出展し、100点以上ある作
品の中から最高賞であるグランプリを受賞しまし
た。さらに、広島県にある(株)ウッドワンの企業
賞も受賞しました。
　この結果に、参加
した学生たちだけで
なく、地元関係者も
大いに喜び、町に元
気を与えてくれました。

　しまねの農林水産業・農山
漁村「頑張っているリーダ
ー」（島根県知事表彰）に、
雲南管内から田部義美さん
（八川）が選ばれました。
　田部さんは、横田国営開発
農地の活用や特別栽培農産物
の生産を行いながら、農業後
継者の育成に尽力されたこと
が評価され、この度の受賞と
なりました。

　11月11日、松江市宍道町の
島根中央家畜市場で、平成28
年度島根中央子牛共進会が開
催されました。
　奥出雲町からは、第１区に
５頭、第２区に５頭が出品さ
れ、第１区で優秀賞首席及び
７席、８席、11席、また、第
２区で優秀賞６席、７席を獲
得しました。

　12月４日、第21回中四国中
学生選抜剣道大会が町民体育
館で開催され、男女合わせて
48チームが出場し、日頃の鍛
錬の成果を競い合いました。
　本町からは、仁多・横田両
中学校の男子チームと、仁多
・横田中学校の合同女子チー
ムが出場し、強豪校を相手に
健闘しました。

　11月20日、奥出雲太鼓祭実
行委員会主催の「どんどん奥
出雲」が開催されました。
　結成25周年を迎えた仁多乃
炎太鼓をはじめ、特別ゲスト
に飛鳥大五郎さんや広陵金明
太鼓などを迎え、素晴らしい
演奏が披露されました。
　華麗で力強いばちさばきが
披露されると会場は大いに盛
り上がりました。

　11月12、13日に福井県で
開催された第17回全日本中学
生都道府県対抗11人制ホッケ
ー選手権大会で、島根県代表
として出場した仁多中・横田
中の男子選抜チームが準優勝
に輝きました。
　15日には、横田コミュニテ
ィセンターで準優勝報告会が
行われ、駆けつけた町民が選
手の活躍を称えました。

　島根県指定史跡である三沢城の
城主であった戦国武将三沢氏の祖
を訪ねる「飯島町・奥出雲町友好
交流会」が11月21、22日に長野
県飯島町で開催されました。
　本町からは勝田町長を団長に総
勢21名が訪問し、一行が飯島町役場へ到着すると下平洋一飯島町長、
三沢氏の祖で飯島氏の末裔である29代飯島紘さんをはじめ、飯島氏
顕彰会や役場職員など多数の皆さんに出迎えられました。
　交流会では、三沢氏の歴史や町での活動などを参加者それぞれが
語り合い交流を深めたほか、飯島家宅訪問や飯島氏の菩提寺である
西岸寺、城跡などを見学し、飯島町の歴史文化を学びました。
　また、この交流を記念してもみじの記念植樹が行われ、今後さら
に交流を深めることを誓い合いました。

　飯島氏は、信州飯島郷に居を構える清和源氏で、今から７９０年前、承久
の乱に幕府方として活躍し、雲州三沢郷を恩賞として受領しました。はじめ
は代官を派遣していましたが、１３０２年（乾元元年）に飯島一族為長（為
仲）が新補地頭として三沢庄へ来往し、戦国武将三沢氏として「三沢城、藤
ケ瀬城、亀嵩城」を築いて出雲国内最強の国人武将として活躍しました。
　また、内にあっては一族と領民が協力して「野だたら製鉄」により農地の
開拓と民生をはかり、領内を２８０年にわたり平穏無事に守り抜きました。

　奥出雲町若もん未来会議
「それ、やってみよう！プロ
ジェクト最終報告会」が11月
26日、カルチャープラザ仁多
で開催されました。
　このプログラムで結成され
た７グループの活動について
報告があった後、参加者と活
発に意見を交換しながら、こ
れまでを振り返っていました。

馬木小学校ＰＴＡ
優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受賞

頑張っているリーダーに
　　　　　田部義美さん

島根中央子牛共進会
　　　　　　好成績を残す

写真：佐々木聡志会長（左）と川田勝己校長

第66回
仁多郡駅伝競走大会
第１部（支部対抗）
　優　勝　布勢支部（1時間17分51秒）
　準優勝　三成支部（1時間18分2秒）
　第３位　阿井支部（1時間18分36秒）
第２部（一般参加）
　優　勝　松江市（1時間14分56秒）
最優秀選手
　村上貴亮選手（松江市）

リハビリ学院×島大×奥出雲町
「Okuizumo Soroban Project」

東京デザインウィーク
　ダブル受賞

学校作品展
　学生賞 グランプリ
　学校賞 ウッドワン企業賞

TDW賞「KANADERU」 「MAWARU」

学生賞グランプリ
「FURERU」

TDW賞「SUKERU」

写真：平成28年度受賞者
　（前列左が田部義美さん）島根県提供

写真：第１区首席の「としひかり11」号
　　（横田地区・森田正寿さん出品）

第21回
中四国中学生選抜剣道大会

どんどん奥出雲２０１６
　仁多乃炎太鼓25周年記念公演

全日本中学生都道府県対抗
　11人制ホッケー準優勝

写真：仁多中学校男子チームの試合
写真：結成25周年を迎えた仁多乃炎太鼓 写真：島根県男子ホッケーチーム

～戦国武将三沢氏の祖を訪ねる～
　飯島町・奥出雲町友好交流会in飯島町

それやってみよう！
　　プロジェクト報告会

写真：そばのアイディアコンテストを実施
　　 したグループの報告

～まちのできごと～　
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　この地に古くから伝わる
「たたら製鉄」を体験する学
習会が行われ、町内９小学校
から６年生を中心に１０５人
が参加しました。
　鉄穴流しや炉づくりなどの
工程を交代で行い、12月２日
夕方に鉧出しをしました。
　炉を崩して現れた鉧に子ど
もたちは歓声をあげ、鉧が水
で冷却されると拍手で完成を
祝いました。

　12月３日と４日、熊本県菊
池市で開催され、国内外から
5,671点の出品があり、奥出
雲町からは3団体が各部門で受
賞されました。
　おめでとうございます。

　2020年東京五輪ホッケー競
技の事前キャンプ招致委員会
が諸外国に向けた奥出雲町PR
用の英語版パンフレットと
DVDを作成しました。
　ホッケー場等の練習環境や
宿泊施設などを紹介する内容
で、今後各国のホッケー関係
者や団体に配布し、誘致活動
を行います。
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けら 国際 総合部門＜特別優秀賞＞
　奥出雲仁多米(株)【コシヒカリ】
都道府県代表 お米選手権＜金賞＞
　ＬＬＰ横田特定農業法人ネットワーク【コシヒカリ】
小学校部門＜特別優秀賞＞
　奥出雲町立布勢小学校２年・５年【コシヒカリ】

小学生たたら体験学習
　　　　和鉄づくりに挑戦

第18回
米・食味分析鑑定コンクール：国際大会

東京五輪ホッケー競技
　事前キャンプ誘致に向けて

写真：オレンジ色に焼けた鉧が姿を現す
写真：受賞された方々

写真：作成したパンフレットとＤＶＤ

退任された
　民生児童委員21名に感謝状
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民生児童委員さんが決定しました
　民生児童委員の皆さんには、日頃から地域社会の身近な相談相手としてご尽力頂いています。
　平成28年12月１日から平成31年11月30日の３年間お世話になる民生児童委員の皆さんが
決定しました。委員の皆さんは次のとおりです。（以下、敬称略）
　　　　　民生児童委員協議会　　会長　山　本　勝　昭　　副会長　家　熊　　猛

３年間よろしくお願いします
民生児童委員さんが決定しました民生児童委員さんが決定しました
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地・矢
入
）

　
杠
　
　
　
照
　
男

稲
田（
六
坂・稲
田・中
山・丸
山
）

　
内
　
田
　
文
　
雄
（
☆
）

原
口

　
松
　
﨑
　
光
　
晴
（
☆
）

三
井
野　

坂
根 

　
糸
　
原
　
壽
　
之

奥
八
川

　
佐
　
伯
　
勝
　
文
（
☆
）

小
八
川　

中
八
川

　
島
　
　
　
啓
　
司

八
川
本
郷

　
小
　
川
　
文
　
雄

古
市
（
上
）　

土
橋 

 

　
松
　
﨑
　
幸
　
枝

古
市
（
下
）

　
小
　
池
　
文
　
子

川
西

　
德
　
江
　
良
　
弘
（
◇
）

大
谷
本
郷 

　
板
　
垣
　
惠
美
子
（
☆
）

雨
川

　
若
　
月
　
信
　
昭

旭　

女
良
木

　
千
　
原
　
正
　
範

大
馬
木
本
郷

　
家
　
熊
　
　
　
猛

堅
田　

野
伏　

反
保 

 

　
石
　
金
　
喜
美
子

本
谷　

木
屋
谷　

折
渡

　
松
　
原
　
幸
　
己
（
☆
）

矢
入　

中
原　

小
森

　
若
　
月
　
　
　
薫
（
☆
）

小
馬
木
本
郷

　
藤
　
田
　
利
　
徳
（
☆
）

布
　
勢

亀
　
嵩

三
　
沢

八
　
川

馬
　
木

鳥
　
上

横
　
田

三
　
成

阿
　
井

・
◇…

主
任
児
童
委
員 

・
☆…

新
任
委
員  
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜セミナー「手軽にとりくめる
　   住宅の省エネ」のお知らせ〜

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

　小児慢性特定疾患医療費助成制度の対象で、日常生活を営むのに支障がある方に対して、日常生
活用具を給付する事業です。扶養義務者の収入に応じて費用の一部負担があります。
１　対象となる方（次の要件をすべて満たす方）
　・奥出雲町にお住まいの方
　・小児慢性特定疾患医療受診券をお持ちの方
　・小児慢性特定疾患に係る施策以外の児童福祉法による施策の対象とならない方
　・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律による施策の対象とならない方
　・在宅で日常生活を営むのに支障があり、日常生活用具の給付を必要とする方
２　用具の種類（用具ごとに給付限度額および給付対象者が決まっています）
　・便器・特殊マット・特殊便器・特殊寝台・歩行支援用具・入浴補助用具・特殊尿器
　・体位変換器・車いす・頭部保護帽・電気式たん吸引器・クールベスト・紫外線カットクリーム
３　自己負担額について
　　申請者は、扶養義務者の収入の状況に応じて、一部負担が必要です。詳しくは福祉事務所へお
　問い合わせください。
４　申請方法
　　次の必要書類を揃えて申請窓口へお持ちください。
　　・申請書　・小児慢性特定疾患医療受診券　・印鑑
　　※業者への発注後、または購入後で支払い済みの場合は、対象となりませんので、必ず購入前
　　　に申請してください。
５　申請先・問い合わせ先
　　福祉事務所　福祉グループ　　電話：５４－２５４１　有線：３１－５３７５

　聴覚の身体障害者手帳の対象とならない、軽度または中等度の難聴児の補聴器購入費の一部を
助成する事業を実施しています。
〖対象者〗
　①町内に住所があること
　②申請年度の前年度（平成２８年３月３１日時点）において１８歳未満の方
　③両耳の聴力レベルが原則３０デシベル以上７０デシベル未満の方で身体障害者手帳の交付対
　　象とならない方
　④補聴器使用により言語の習得等に一定の効果があると医師が判断する方
　⑤現に補聴器を使用中の場合は、耐用年数（５年）が経過していること
〖助成額〗
　☆購入費等と次に定める基準価格を比較し、いずれか低い価格に３分の２を乗じて得た額　　
　　（1,000円未満は切捨て）以内。

　※イヤーモールドを必要とする場合は、基準価格に９，０００円以内で必要な額を加算
　※本体修理、電池、イヤーモールドのみの交換の経費は対象外となります。
〖助成対象外〗
　　難聴児の属する世帯に市町村民税所得割額が４６万円以上の方がいる
　場合は助成の対象となりません。
〖提出書類〗　・申請書　・医師意見書
〖提出先・問い合わせ先〗　上記の必要書類を添えて必ず購入前に申請してください。
　　　福祉事務所　福祉グループ　電話：５４－２５４１　有線：３１－５３７５

　一級建築士の方から既築住宅の省エ
ネ性能を高めるポイントについて、現
地での実例を交えて紹介します。

●開催日時　平成29年１月25日（水）
　　　　　　10：00～11：30
●開催場所　カルチャープラザ仁多　
　　　　　　２階　青年婦人研修室２
●内　　容　講　演
　「手軽にとりくめる住宅の省エネ」
　講師：（一財）島根県建築住宅センター
　理事長　吉田恭之氏
●入  場 料　無料
●申込期限　平成29年１月19日（木）
●申込・問合せ先
　しまねエコライフサポートセンター
　（担当：野崎）
　電話：0852－67－3262

小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業のお知らせ小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業のお知らせ

①自動車の路上駐車や放置はやめてください。
②道路の路肩の資材などは事前に移動しておいてくだ
　さい。
③積雪で立木などが道路へ垂れ下がる場合には、事前
　に伐採をお願いします。除雪に支障がある場合には
　取り除くことがあります。
④流雪溝のフタを取り雪捨てをした後は、すぐにフタ
　を元通りにしてください。
⑤道路状況によっては田畑、空地、水路等へ除雪する
　場合がありますので、ご理解ご協力をお願いします。

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

今年も積雪の時期になりました。
積雪の状況によって除雪をします。
作業が順調に進むよう、次のことについてご協力
をお願いします。

雲南県土整備事務所　仁多土木事業所　TEL：54－1251
　　　　　　　奥出雲町役場　建設課　TEL：52－2675

※除雪は状況により、主要幹線道路（国道・県道・バス路線
　など）を優先に早朝から始めます。

奥出雲町難聴児補聴器購入費助成事業のお知らせ

補聴器の種類 １台あたりの基準価格 耐用年数
ポケット型
耳かけ型
耳あな型（レディメイド）
耳あな型（オーダーメイド）
骨導式ポケット型
骨導式眼鏡型

５５，８００円
６７，３００円
８７，０００円
１３７，０００円
７０，１００円
１２０，０００円

５年
５年
５年
５年
５年
５年

〜セミナー「手軽にとりくめる
　   住宅の省エネ」のお知らせ〜

平成28年中の所得にかかる申告期間は
『平成29年２月16日（木）から平成29年３月15日（水）まで』です。
　例年は、二か所の申告会場で同時に開催しておりましたが、今回から会場を一か所にし、職員を増員して
相談を受付します。期間の前半をカルチャープラザ仁多、後半を横田コミュニティセンターで行います。

　国税庁のホームページをご利用になれば、所得税の申告書をご自身で作成することができます。作成した
申告書は郵送で申告できますので大変便利です。是非ご利用ください。
　また、電子申告（e-Tax）を利用して申告をされると、添付資料が省略できるなどさらに便利です。
　詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

○　会場では、税務課以外の職員も相談受付を行っています。このため、申告の内容により受
　付順番と相談順番が前後することがあります。
○　青色申告、株式などの譲渡所得、住宅借入金控除等がある場合は、大東税務署へご相談く
　ださい。

所得税確定申告及び町県民税申告相談のお知らせ 申告準備は
お早めに！

日程・マイナンバーなどの詳細につきましては１月下旬配布の広報に合わせて全戸配布します。

◆◇◆税務課からのお願い◆◇◆

～農業所得の申告準備はお済みですか？～
　期限内に申告ができるように収入・経費の仕
分けなど早目の準備をお願いします。
～農業所得の事前相談について～
　農業所得申告の事前相談を、１月23日から２
月９日までカルチャープラザ仁多と横田庁舎で
実施します。日程は、次のとおりです。

【お問い合わせ先】　　　奥出雲町役場税務課　  有線：20-4253　/　電話：52-2671
                      　　　　　大東税務署　　電話：0854-43-2360
【国税庁ホームページ】   http ://www.nta .go . jp/

月
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３０

６

２４

３１
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２５

２/１

8

２６

２
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27

3

28

4

29

5

火 水 木 金 土 日

カルプラ仁多 カルプラ仁多 カルプラ仁多 カルプラ仁多 カルプラ仁多 休 休

カルプラ仁多 カルプラ仁多 横田庁舎 横田庁舎 横田庁舎 休 休

横田庁舎 横田庁舎 横田庁舎 横田庁舎
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を
北
陸
や
関
西
へ
と
運
ぶ
鉄

の
積
出
港
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
明
治
後
期
に
は
地
元
資

本
の
会
社
が
た
た
ら
製
鉄
の

伝
統
技
術
を
近
代
製
鋼
技
術

に
発
展
さ
せ
、
良
質
の
鉄
鋼

を
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
安
来
の
港
と
街
並
み

は
、
商
い
の
町
か
ら
鉄
鋼
生

産
の
町
へ
と
歩
ん
で
き
た

「
ハ
ガ
ネ
の
町
安
来
」
の
歴

史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

12
月
分
の
口
座
振
替
は

    

12
月
26
日（
月
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
14
項
目
で
す
。

　

○
固
定
資
産
税（
第
３
期
）

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
簡
易
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室

『
恋
の
ゴ
ン
ド
ラ
』 

東
野　

圭
吾 

著

『
老
乱
』 

久
坂
部　

羊 

著

『
励
み
場
』  

青
山　

文
平 

著

『
ニュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
な
い
こ
の
国
の
真
実
』 

辛
坊　

治
郎 

著

『
ト
ラ
ン
プ
』　    

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
取
材
班 

著

『
か
き
や
ま
ぶ
し
』           

内
田　

麟
太
郎 

文

『
か
ま
く
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
』    

真
珠　

ま
り
こ 

作

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室

『
夜
行
』 

森
見　

登
美
彦 

著

『
雑
談
力
』    　
　
　
　
　

  

百
田　

尚
樹 

著

『
比（
な
ら
）ぶ
者
な
き
』　　

馳　
　

星
周 

著

『
リ
ー
チ
先
生
』 

原
田　
マハ 

著

『
り
く
の
の
り
も
の
え
ほ
ん
』 い

し
か
わ　

こ
う
じ 

作

『
エ
マ
の
た
び
』     

ク
レ
ー
ル　
フ
ロッ
サ
ー
ル 

文

『
み
つ
け
て
ん
』　    　

ジ
ョン　

ク
ラ
ッ
セ
ン 

作

1
月
の
休
室
日

日
曜
、
月
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

12
/
28
日
〜
１
月
4
日

      

【
年
末
、
年
始
休
室
】

1
月
の
休
室
日

月
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

12
/
28
日
〜
１
月
4
日

      

【
年
末
、
年
始
休
室
】

→
冲
方　

丁　

他
∥
著　

講
談
社　

刊

　永禄３年５月19日。突然の豪雨にかき消
された馬蹄の響き。奇襲－無念の勇将は、
怨敵の指を嚙みちぎる。「天下布武」の怒
濤、ここに起こる。名手７人が「桶狭間」
を描く。折り込み地図つき。「決戦！」シ
リーズ第５弾。（出版社紹介より記載）
　大人気「決戦！」シリーズ。歴史小説好
きのあなたに。他に「関ヶ原」「本能寺」
「大阪城」「川中島」が揃っています。

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

『決戦！桶狭間』

安来港と安来の街並み

　　
安
来
製
鋼
所
が
大
正
７
年

に
奥
出
雲
町
鳥
上
に
建
設
し

た
工
場
で
木
炭
銑
を
製
造
し

ま
し
た
。
角
炉
は
操
業
ご
と

に
築
炉
し
直
す
必
要
が
無
く
、

効
率
も
良
い
た
め
、
砂
鉄
を

用
い
た
原
料
鉄
の
安
定
供
給

を
可
能
に
し
ま
し
た
。
生
産

量
と
品
質
の
向
上
を
実
現
し

た
、
た
た
ら
の
近
代
化
を
象

徴
す
る
工
場
で
あ
り
、
昭
和

40
年
ま
で
稼
働
し
て
刃
物
や

工
具
な
ど
の
高
品
質
な
ヤ
ス

キ
ハ
ガ
ネ
製
品
の
生
産
を
支

え
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
、
安
来
港
は
周
辺

の
山
間
部
で
生
産
さ
れ
た
鉄

連
載
そ
の
４
：
た
た
ら
の
近
代
化

日
本
遺
産

出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

〜
鉄
づ
く
り
千
年
が

　
　
　
　 

生
ん
だ
物
語
〜

　

明
治
以
降
に
な
る
と
た
た
ら
製
鉄
は
洋
式
の
製
鉄
法
に
押
さ
れ
て

次
第
に
衰
退
し
、近
代
化・企
業
化
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
足
跡

は
山
間
の
た
た
ら
製
鉄
地
帯
と
沿
岸
の
港
湾
地
帯
に
残
っ
て
い
ま
す
。

も
く  

た
ん  

せ
ん

Ｇ
Ｏ
島
根
！

　
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
　
　
　
　
転
職
フ
ェ
ア

　

島
根
県
で
は
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
方
を
対
象
と
し
た

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
転
職
フ
ェ
ア
を

東
京
で
開
催
し
ま
す
。

　

島
根
県
内
I
T
企
業
の
採

用
担
当
者
と
直
接
会
っ
て
話

を
聞
け
る
絶
好
の
機
会
で

す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
ご

家
族
や
ご
友
人
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是

非
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

○
東
京
会
場

◆
日
時

　

平
成
29
年
１
月
26
日（
木
）

みんなの掲示板みんなの掲示板

　

19
時
〜
22
時

　
（
入
場
受
付
21
時
半
ま
で
）

◆
場
所

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
赤
坂
駅
カ
ン
フ
ァ

　

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

○
大
阪
会
場

◆
日
時

　

平
成
29
年
２
月
２
日（
木
）

　

19
時
〜
22
時

　
（
入
場
受
付
21
時
半
ま
で
）

◆
場
所

　

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前

　
　
　
　
　
　

梅
田
１
丁
目

◆
参
加
申
込
み

　

公
式
サ
イ
ト
「
Ｉ
Ｔ
Ｗ
Ｏ

　

Ｒ
Ｋ
Ｓ
＠
島
根
」
か
ら
受

　

付
中

◆
問
合
わ
せ

　

島
根
県
産
業
振
興
課
情
報

　

産
業
振
興
室

　

☎
０
８
５
２‐２
２‐６
２
２
０

瀬
戸
内
奥
出
雲
会

　
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

瀬
戸
内
奥
出
雲
会
は
、
会

員
の
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
、
郷
土
の
繁
栄
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
広
島
県
、
山
口
県
を
中

心
と
し
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
に

居
住
す
る
仁
多
郡
出
身
者
及

び
、
仁
多
郡
に
縁
故
あ
る

者
、
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同

す
る
者
が
組
織
し
て
い
る
会

で
す
。

　

昨
年
1
月
に
開
催
し
た

「
瀬
戸
内
奥
出
雲
会
」
の
集

い
に
は
、
広
島
、
山
口
に
居

住
す
る
仁
多
郡
出
身
者
及
び

奥
出
雲
町
か
ら
、
合
わ
せ
て

50
名
以
上
が
出
席
し
、
旧
友

を
温
め
る
と
と
も
に
、
郷
土

の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　

来
年
1
月
21
日
に
は
今
年

度
の
総
会
を
開
催
予
定
で

す
。
広
島
県
、
山
口
県
ほ
か

瀬
戸
内
地
方
に
お
住
い
の
ご

親
族
、
ご
親
戚
の
方
に
こ
の

会
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
参

加
を
お
勧
め
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
出
雲
町
に
お
住

ま
い
の
方
で
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先　

瀬
戸
内
奥
出
雲
会

事
務
局
長　

飛
田
敏
行

住
所
：
7
3
3
|
0
0
0
1

広
島
市
西
区
大
芝
3
|
4
|
5

電   

話
：
0
9
0
|
8
7
1
7
|
7
8
9
5

F
A
X
：
0
8
2
|
2
3
0
|
2
2
4
0

鳥
上
木
炭
銑
工
場
角
炉

　
〜
た
た
ら
の
近
代
化
〜

も
く
た
ん
せ
ん
　
　
　
　
か
く  
ろ

安
来
港
と
安
来
の
街
並
み

  

〜
ハ
ガ
ネ
の
町
今
昔
〜



こころの健康相談日（奥出雲健康ｾﾝﾀｰ）

胸部ＣＴ検査（全地域）

大腸がん検診（健康センター）

３歳児健診（H25年５月・６月生）

出張年金相談（役場横田庁舎）10:00～15:30

日曜納付相談（役場横田庁舎）9:00～12:00

オレンジカフェ（パスカル）

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

元日

振替休日

官庁仕事始め
新年賀詞交換会（横田コミュニティセンター）

出張年金相談（役場仁多庁舎）10:00～15:30 

結婚相談所（雲州そろばん伝統産業会館）10:00～12:00

成人の日

胸部ＣＴ検査（全地域）
結婚相談所（社協仁多事務所）10:00～12:00

４，５ヶ月児健診（H28年８月・９月生）
素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）

平成29年消防出初式（町民体育館）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1 の行事予定月

■
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